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す。  ウォルパートとの平行線は明らかです。 
 
しかし、「無限」「計算する」「情報」などは、特定の人間の文脈において意味(すなわち、推移的(ヴィトゲンシュ
タイン)またはCOS-満足条件(サール))を持っているだけであることに再び注意してください。私たちの心理学とは別
に、宇宙は有限でも無限でもなく、何かを計算することも処理することもできません。私たちの言語ゲームでのみ
、私たちのラップトップや宇宙の計算を行います。 
 
しかし、誰もがウォルパートに気づいていないわけではありません。有名な2002年の論文「私が言わなければなら
ないことはすべてあなたの心を横切った」でよく知られている計量経済学者のKopplとRosserは、経済学における合
理性、予測、制御の限界に関する3つの定理を与えます。最初は、計算可能性の限界に関するWolpertの定理を使用
して、将来の予測に対するいくつかの論理的限界を示します。ウォルパートは、ゴーデルの不完全な定理の物理的
なアナログと見なすことができると指摘し、KとRは、その変種は社会科学のアナログと見なすことができると述べ
ていますが、ウォルパートは社会的影響をよく知っています。Godelの定理は、数学全体(私たちの象徴的なシステム
の一つ)を通してアルゴリズムのランダム性(不完全性)を示すチャイチンの定理のカロリーであるため、思考(行動)は
不可能、ランダム、または不完全な文や状況に満ちていることは避けられないようです。これらの各領域は、心理
学を働かせるために偶然進化した象徴的なシステムと見なすことができるので、おそらくそれは彼らが「完全」で
はないことを驚くべきことではないと考えるべきです。数学の場合、Chaitinは、この「ランダム性」(再びウィトゲ
ンシュタインの用語で言語ゲームのグループ)は、真実であるが、定立不可能な無限の定理があることを示している
と言います。その後、そのドメインで達成可能な実際の状況を記述していない完璧な「文法的」な意味を持つ無限
のステートメントがあると言うことができるはずです。私はWの見解を考慮すれば、これらのパズルは消え去るこ
とをお勧めします。彼はゴデルの定理の問題について多くのメモを書き、彼の作品の全体は、言語、数学、論理の
可塑性、「不完全性」と極端な文脈感受性、そしてロディッチ、フロイド、ベルトの最近の論文は、数学の基礎に
関するWの発言に私が知っている最高の紹介です perhaps。 
 
KとRの第2の定理は、無限次元空間におけるベイズ(確率的)予測に対する非収束の可能性を示している。3つ目は、予
測プログラムを知っているエージェントとの経済を完全に予測するコンピュータの不可能を示しています。アスト
ゥートは、これらの定理が嘘つきのパラドックスのバージョンとして見ることができることに気づくでしょう、そ
して私たちが自分自身を含むシステムを計算しようとすると不可能に巻き込まれるという事実は、ウォルパート、
コップル、ロッサーなどによってこれらの文脈で指摘され、観察者が関与しているときに再び物理学のパズルに戻
りました。K&Rは「経済秩序は計算合理性以外の何かの産物の一部である」と結論づけている。 
 
有限合理性は現在、それ自体が主要な分野であり、何千もの論文と何百もの本の主題です。そして、ウォルパート
のこの一見虐待的な仕事は、すべての合理性に影響を与える可能性があります。もちろん,、(Wittgensteinが指摘した
ように)数学と論理はすべて構文であり、意味論的なものはなく、言語(すなわち心理学によって)によって私たちの
人生に接続されるまで私たちに伝えるものは何もないので、有用な(意味のあるか、COSを持っていない)方法でこれ
を行うのは簡単です(明確なCOSはありません)。 
 
最後に、Wolpertのコメントの多くは、プログラム(したがってデバイスではない)が所有するよりも複雑なシーケン
ス(またはデバイス)を生成できないという考えの修正であると言えるかもしれません。チャイティン、ソロモノフ、
コモルガロフ、ヴィトゲンシュタインの古典的な作品と、どのプログラム(したがってデバイスも)が所有するよりも
複雑なシーケンス(またはデバイス)を生成できないという考えには明らかなつながりがあります。この作品の体は、
物理的な宇宙よりも複雑な存在はあり得ないので無テズムを意味すると言うかもしれませんし、ヴィトゲンチニア
ンの観点から見ると、「より複雑な」は無意味です(満足の条件はありません、すなわち、真実のメーカーやテスト)
。「神」(つまり、無限の時間/空間とエネルギーを持つ「デバイス」)でさえ、与えられた「数」が「ランダム」で
あるかどうかを判断することも、与えられた「公式」、定理または「文章」または「デバイス」(これらはすべて複
雑な言語ゲームである)が特定の「システム」の一部であることを示す特定の方法を見つけることができません。 
 
 
 
